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【成果】

【課題】

【今後の
方向性】

・市内外からの施設の認知度を高め、安
全安心に利用できる環境を整えるととも
に利用率が低い傾向にある平日昼間の利
用を促進し、施設全体の稼働率を高める
必要がある。

施設名

公募 公募

・市立図書館の利用及びその制限に関す
る業務
・図書館条例第４条に規定する事業の実
施に関する業務
・市立図書館の施設等の維持管理に関す
る業務

利用料金制

・さらなる来館者数の増加に向け、多様
な利用者のニーズに対応した取組みが必
要である。

年間利用者数
(人)

三田市野外活動センター
三田市立図書館（本館、ウッディタ
ウン分館、藍分室）

採用

№4

市による所見

・これまでの事業や取組みを継承しつ
つ、事業の実施面では市文化芸術ビジョ
ンの具体化に向けて、より一層充実した
取組みが必要である。

・アウトドアがブームとなっている昨今
で、利用者のニーズに対応した取組みが
必要である。
・適切な清掃や夜間管理などを行い、利
用者が気持ちよく施設利用できるよう配
慮が必要である。

・利用者からは概ね高い評価を得ている
が、図書館サービスの内容が十分周知さ
れていないために図書館を利用していな
い、あるいは貸出等、一部のサービスの
み利用している市民も多く、図書館の潜
在的な利用者を掘り起こす必要がある。

・イベントや講座の増加とスタッフの配
置とのバランスを取りながら安定した運
営を目指す必要があり、市民への周知が
課題である。

採用 採用

三田市有馬富士自然学習センター三田市総合文化センター 三田市心道会館

№3

三田市ガラス工芸館

№2 №5№1

ＴＲＣ三田
（代表：株式会社図書館流通センター）

特定非営利活動法人　グラスクラフト協
会

№6

指定管理者名 公益財団法人　兵庫県園芸・公園協会

ＪＴＢコミュニケーションデザイング
ループ
（代表：(株)JTBコミュニケーションデザ
イン）

株式会社　清光社特定非営利活動法人　ナック

主な業務内容

・施設の利用にかかる受付け業務
・施設の利用および運営計画に関する業
務
・施設、設備、備品その他の物品の維持
管理に関する業務

・文化振興に関する業務
・施設の運営に関する業務
・施設管理に関する業務

・施設の案内業務
・施設利用に関する業務
・利用料等の収納に関する業務
・施設の維持管理業務

指定方法(公募/非公募) 非公募非公募 公募

・施設の管理運営
・施設の案内・利用に関する業務
・利用料金収納に関する業務
・入門及び専門講座、体験教室等の開催
に関する業務

不採用 採用

指定期間 令和３年度～令和７年度(５年)令和４年度(１年) 令和４年度～令和８年度(5年)令和元年度～令和５年度(５年)

65,99666,567 12,153

令和元年度～令和５年度(５年)

155,977 17,079

97,121 74,25310,166 15,451

429,539

14,540

指定管理料 24,900千円190,000千円 4,632千円208,795千円 27,866千円

総合評価 【得点率】

・令和2年度から学習室の利用率は少しず
つ上昇しており、来館者調査の結果、ソ
フト事業（人と自然の博物館業務委託）
との連携によるジュニアスタッフや定期
イベント等が定着してきたことから来館
者の満足度も高いことが伺える。
・公園管理事務所とも定期的な事務連絡
交換の場を設けており、良好かつ一体的
な運営管理ができている。

・年度計画に基づいた基本的なサービス
の提供、施設の管理運営、事業の実施が
適正にできている。
・特に事業の実施では、新たなホール利
用者の開拓や多世代交流の促進、市民文
化活動への支援と拡大に向けた取組み等
が、利用者の満足度向上に結びついてい
る。

・令和2年度からは空調設備を新設した影
響もあり、利用者数は増加傾向にある。
また、利用団体へのアンケートでは「利
用しやすい」との回答が昨年度より増え
てる。
・適切な貸館業務や丁寧な窓口対応がで
きている。

・新型コロナウイルス感染症の沈静化に
よって、来館者数が増加傾向となった。
・利用者アンケートでは、来館目的の満
足度、スタッフの対応とも90％以上が満
足との回答を得ている。
・手話や認知症についての啓発展示など
市の施策に相乗効果をもたらす取組みや
バリアフリー映画会の開催、外国語資料
の充実など共生社会推進に資する事業が
実施された。

所管課
電話番号

文化スポーツ課
079-559-5145

文化スポーツ課
079-559-5145

文化スポーツ課
079-559-5145

文化スポーツ課
079-559-5145

・講座の内容や開催方法、広報に工夫が
みられた。
・体験教室への参加がきっかけとなり、
技術習得をめざす専門講座受講につなが
る等、良い連鎖がみられた。
・講座生の物品販売は収入増加をもたら
し、講座生の創作意欲向上やガラス工芸
館のPRにもつながっていると思われる。

・積極的に施設のPRを行い、施設の認知
度を高め、平日夜間や休日に比べ稼働率
の低い平日昼間の利用率を増加させる必
要がある。

・市民の多彩で多様化している文化芸術
活動に対応する拠点的施設として、さま
ざまな世代や立場を視野に入れてだれも
が文化芸術に親しみ活動する機会を提供
する取組みを継続し、文化芸術に関わる
多くの市民に向けた、交流促進や次世代
育成、活動支援、情報発信につなげ、特
色ある三田の地域文化を実現していく。

・橋梁改修工事に伴い令和５年９月末ま
での開所となるが、利用者の安全に十分
に配慮しつつ、施設が持つ自然の魅力を
十分に活かし、多様な利用者のニーズに
対応した取組みを目指す。

・図書館を利用していない、あるいは貸
出等、一部のサービスしか利用していな
い市民に対し、広報やイベント開催によ
り、図書館の魅力や役割を周知してい
く。
・利用者層の拡大や新しい利用形態の確
立に向け、今年度整備予定のICタグを利
用した自動貸出機やオンライン利用登録
の技術を活用していく。

文化スポーツ課
079-559-5145

・施設運営
・施設保全管理
・自然体験活動の提供と実施

公募

採用

令和２年度～令和４年度(３年)

27,969

文化スポーツ課
079-559-5145

29,747

32,744

15,030千円

474,547

・コロナ禍による施設利用制限が緩やか
になったことや、SNSの積極的な活用等も
あり、年間利用者数が前年度から約10％
増え、年度当初の目標を大きく上回っ
た。
・工夫を凝らした自然体験プログラムも
実施され、特に夏休みの繁忙期など施設
内が混雑することなく運営できた。

75,947

・リピーターの獲得やより高い技術習得
を目指す専門講座生の獲得、市民向けの
イベントや講座など、成果にみられる好
循環を維持しつつ、今後、更に多様化、
高度化すると思われるニーズに対応する
スタッフの配置や設備整備について検討
する必要がある。

・積極的に施設のPRを行うほか、リピー
ターの獲得へ向け、来館者の満足度を高
められるよう、施設が持つ特性を十分に
活かした取組みを期待する。

8,417

508,721
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施設名

利用料金制

年間利用者数
(人)

市による所見

指定管理者名

主な業務内容

指定方法(公募/非公募)

指定期間

指定管理料

総合評価 【得点率】

所管課
電話番号

Ａ 【74%】 Ａ 【79%】 Ａ 【76%】 Ａ 【78%】 Ａ 【79%】 Ｓ 【81%】

・現指定管理者は、利用者アンケートか
らもわかるとおり、接遇など利用者対応
の評価が高い。またグループ会社が請け
負っている他市町の斎場の事例なども市
に積極的に情報提供をしている。
・引き続き、市と指定管理者との連携を
密にし、良好な管理運営を目指す。

・大学の交換留学生制度、ボランティア
活動などがコロナの影響で実施できな
かった。
・大学職員による研修を市直営の放課後
児童クラブと合同で開催できなかった。

・外国にルーツのある児童や複雑な背景
を持つ家庭が増えてきている。今後、さ
らに対応力を向上させていく必要があ
る。

・電気代、ガス代等の高騰により、年間
収支はマイナスとなったが、施設利用者
の理解を得ながら、施設全体でさらなる
節電に努めるとともに、利用料金収入の
増加に向けた取組みが求められる。

・指定管理期間は令和６年度末までであ
り、令和４年度は中間年度であるが、特
に課題もなく運営できている。

・今後かなりの定員超過が予想される。
低学年中心で定員限度まで受入れを行う
中で、利用者が利用しやすく、事故のな
い安定した運営を引き続き行う。
・コロナが５類に移行し、市直営の放課
後児童クラブ職員や児童との交流機会が
増えると思われる。指定管理者の特色を
活かした研修会の開催、学生やボラン
ティアとの交流などの機会を増やす。

・引き続き個別の障害程度や状態に応じ
た専門的な療育を行う。
・小学校や幼稚園、保育園との連携を強
化し、児童がかるがも園以外の場所でも
安心して過ごせるように支援する。
・通常事業に加え、園庭開放や各種行事
を行うことで地域や保護者との交流を促
進し、さらなる共生社会の推進を目指
す。

・ウィズコロナ社会において、流行状況
に応じて柔軟に必要な対策を実施しつ
つ、利用者が快適に安心して利用できる
環境を整え、さらなる利用者の増加を図
ることが求められる。
・令和4年度にフリーWi-Fiを利用できる
貸室が増えたことなど、施設の特徴や最
新情報を効果的に発信し、利用者の増加
につなげていくことが求められる。

・現在のアンケートの満足度が維持でき
るよう、スタッフの接遇レベルの向上を
目指す。
・各設備が老朽化してきているため、規
模が大きな修繕については指定管理者と
の連絡を密にし、適切な保守管理を行う
ことにより施設の長寿命化を図る。

放課後児童クラブ（ゆりのき台小学
校区）

№7 №12№10№8 №9 №11

三田市自転車等駐車場、三田市新三
田駅前駐車場、三田市藍本駅前駐車
場

社会福祉法人　三田市社会福祉協議会

三田市障害児療育センター 三田市総合福祉保健センター 三田市聖苑都市公園（有料公園施設8箇所）

公益財団法人　ひょうご子どもと家庭福
祉財団

パークマネジメント三田
（代表：株式会社日比谷アメニス大阪支
店）

公益社団法人　三田市シルバー人材セン
ター

さんだ斎苑管理グループ
（代表：イージス・グループ有限責任事
業組合）

・児童クラブに入所した児童の保育
・児童クラブの施設及び設備の維持管理
・各種申請書類の受領、市への提出
・児童生活費の徴収、執行

・児童発達支援事業
・保育所等訪問事業
・障害児相談支援事業

・受付案内(利用許可、利用料金徴収含
む)業務
・施設運営業務
・施設維持管理業務
・建築設備維持管理業務

学校法人　親和学園

・都市公園の行為の制限、許可及び禁止
に関する事務
・都市公園の利用の禁止または制限に関
する業務
・有料施設の利用料金の徴収、還付及び
減額、免除に関する業務
・有料施設の特別な施設等の設備の承認
に関する業務

・ご遺体の火葬に関する業務
・医療汚物、ペットなど動物の死体に係
る聖苑の利用許可及びこれに係る収納焼
却に関する業務

非公募 公募 公募公募 公募

・施設の管理、運営
・案内、誘導
・定期券の販売及び使用料の徴収
・自転車等放置禁止区域の巡回
・放置自転車等の保管及び指導

公募

平成３０年度～令和４年度(５年)

不採用 採用 採用 不採用 採用 採用

令和４年度～令和６年度(３年) 令和３年度～令和７年度(５年) 令和３年度～令和７年度(５年) 令和４年度～令和８年度(５年) 令和２年度～令和６年度(５年)

1,882

132 70 46,929 431,865 1,678

649,24677150 73,186 438,884

67138

528,169

37,068千円 72,700千円 55,627千円 78,972千円 122,745千円 45,937千円

1,842594,883414,02661,057

・防災訓練をはじめ、熱中症対応やコロ
ナ等感染症の受け入れ対応などの研修も
実施し、非常時に備えている。また、火
葬炉メンテナンス研修やコンプライアン
ス研修など毎月1回研修を実施し、職員の
資質向上に努めている。
・設備機器などの不具合の早期発見、早
期修繕を実施し、施設についても良好な
管理を行っている。
・利用者アンケートからは、「丁寧な説
明・案内だった」「礼儀正しく適切な対
応だった」「ゆっくりお別れができ故人
も喜んでいると思う」など、施設の特性
に応じた故人の尊厳を守る丁寧なサービ
スを実施していることが確認できる。ま
た、全職員に「記録メモ」を携帯させ、
利用者の生の声の把握に努めている。葬
祭業者にも年2回アンケートを実施し、
ニーズの把握を行っている。アンケート
等で要望のあった項目についても、早急
に対応を検討し改善するなど、利用者目
線に沿った対応をしている。

・大規模クラブ（４クラブ150名）の運営
を安定して行った。
・利用者アンケート結果によると児童ク
ラブの運営全般について88％の保護者が
満足していると回答している。
・ウィズコロナの状況の下、特色ある保
育（隣接幼稚園の遊戯室を借りた腹話術
やコンサートの実施など）を13回実施し
た。

健康増進課
079-559-6155

道路河川課
079-559-5101

・コロナウイルス感染症対策等、利用者
の安全確保につながるサービスの提供が
できている。
・適正な維持管理を行い、良好な環境の
提供ができている。
・新しい自主事業のメニューを検討し利
用者の増加に努めている。
・利用者の意見に対し適切に対応し、利
用者の満足度の向上につながる取組に努
めている。

・個別の障害程度や状態に応じた専門的
な療育を行うことができた。
・外国にルーツのある家庭の児童が増え
てきており、言語面等で対応が困難な
ケースがあるものの、課題解決に向けて
前向きに取組んでいる。

・目で聴くテレビの活用やユニバーサル
デザイン見学会など、センターの特性を
活かして共生社会推進に向けた市民の理
解促進に取組んでいる。
・高齢者や障害者など配慮が必要な利用
者も多い中、ウィズコロナに向けた感染
対策を実施しつつ、確実に運営がなされ
ており、利用者も増加している。

・従前からの接遇研修が実を結び、つい
に接遇についてのアンケートで満足・や
や満足が100%を達成した。
・藍本駅前駐車場について、看板設置等
により、他がコロナの影響で利用者が減
少している中順調に増加している。
・令和4年度から各設備の保守契約も業務
に含めたが、保守業者からの指摘事項
（消防点検など）について適切に対応し
ている。

公園みどり課
079-559-5110

・複数施設で緊急時対応マニュアルの掲
示場所が分かりにくい等をモニタリング
時に指摘した。安全に関わることなので
今後もモニタリング時には必ず確認す
る。また、施設の老朽化に伴う修繕が必
要な個所を把握し、計画的に対応してい
くことが求められている。
・有料施設においてはインボイス対応が
喫緊の課題であり、道路河川課・指定管
理者で協力し、開始までに事務処理手順
等を決定する必要がある。

・施設の老朽化に伴う苦情や要望に対し
適切に対応をしているが、すべてに対応
しきれていない。

・アンケート調査においては、窓口対応
等に満足を感じている利用者が多く、今
後も更なる魅力発信や公園に対する興味
を持てるよう広く伝えていただくことを
期待する。

環境創造課
079-559-5064

健やか育成課
079-559-5046

障害福祉課
079-559-5075


